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別記第 1 号様式 代表者 経理責任者 起案者

会派名 郡山市議会公明党 ，、 支 出 調 書 ~ ⑲ 噂）
区 ノ刀\ 事 由 費 目 . 金 額 小 計

1 調査研究 費
交通費 I 旅費 自動車燃料費

資料作成費 I 調査委託費 I ！ 振込料

旅繹fr者(笏虹;z__) 会場費 講師謝金 出席者負担金・会費 ふa必
2 研 修 費

羹鱈
交通費 旅費 バ~OOt"J 自動車燃料費

,' 

ぶ~Ocつの資料作成費 食糧費
/ 

振込料

会場費 交通費 自動車燃料費’

3 広 報 費
資料作成費 広報誌（紙） 報告書等印刷費

送料（折込料含む） ウェブページ掲載代 茶菓子代

振込料

4 広 聴 費
会場費 交通費 自動車燃料費 I 
資料作成費 茶菓子代 振込料

5 要請 ・ 陳情活動費
交通費 旅費 自動車燃料費

I 資料作成費 振込料

6 会 議 費 ＿
会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 振込料

7資料作成費
印刷製本費 翻訳料 筆耕料 I 
振込料

` 

芍扇バ 法規追録代 参考図書代 I tY.、〇の〇 新聞（日刊紙）購読料
資料購入費8 

雑誌等購読料 S、〇クの有科データベ一ス等利用料 振込料

9 人 件 費 I 賃金 I 社会保険料等 j 振込料

事務所費
備品購入費 事務機器等リ ース代 消耗品等事務費

10 
印刷代 振込料 配送手数料

通信運搬 ・ 自動 電話料等（按分） 郵便料等 自動車燃料費（按分）
11 
車燃料費 その他

使用者 小島宵乳蔚年月日 伝砂~(心月 IS 現金出納簿 J~ A ロ 計 ~?、00 e, 円支出番号
一



別記第 6 号の 2 様式

出張（調査等）報告書兼旅費請求書 （精算払用 ）

支出番号
<33 

会派会長様

下記のとおり出張（調査等）したので承認いただくとともに、旅費を請求いたします。

出張（調査等）議員名

~吟
. 小 島寛 子 鸞）
. ⑲ 

. ⑲ 

. ：⑱ 

. ⑲ 

. ⑲ 

. , ⑲ 

. ⑲ 

. ; :! ⑱ 

. 
;, ⑮ 

. @) 

. ⑲ 

期

目

間 1 日今ソ年／／月 ~1 日

訊巫可叶
的＇

年//月 Jt >日(()泊／日）

C
> 用務先

文主こ

上記のとおり出張（調査等）を承認します。

会派会長 I 経理責任者 』 9 

日

※添付書類：行程表、 調査等先説明資料、要請 ・陳清書（写）、調査等先の名刺、 、 写真、成果報告書他

旅費請求額 1 ヴcOV 0 円 1~;~喜~=~:門し;~た三表者,1ヽa i匂~Iじ）



平成29年度郡山市議会公明党行政調査行程表

1 行程

口平成i9年11 月 27日（月）

11 : 30 - 12: 48 13: 11 13: 11 13: 22 13: 30 16: 30 

□三］ご~~~=ie;l□三~東亨~~;;子ノ内線~三□ 糸；走r5t~ 己詈
徒歩

.. .... ... .. . 

約 1 分

16:56 17:07 17:28 18:50 

竺野メ荻卜；：子ノ内線~三~やJま~~門号［口□□

c
 2 人員 1 名

小島寛子議員

3 調査内容

【TRCセミナ-「まちの課題を解決する図書館」】

〇平成29年11 月 27 日（月） 13: 30~16: 30 

情報の蓄積・移動の視点から描く地方行政の将来

宮脇 敦氏（北海道大学大学院法学研究科・公共政策大学院教授）

ぐ
―

' 4 事務局連絡先·会場

0 【会場】図書館流通センタ一本社ホール （東京都文京区大塚 3-1 - 1)

【事務局】 TRCセミナー「まちの課題を解決する図書館」
株式会社図書館総合研究所 （担当：島 様）

東京都文京区大塚3-1 -1 

電話03-3943-2221



行政調査旅費計算書

会派名

参加議員

日程

行先

郡山市議会公明党

小島寛子

平成29年11 月 27 日（月）
図書館流通センター本社ホール （東京都文京区大塚 3-1-1)

11/27 (. 月）
郡
山』ごロ

東
．

京

[
郡
山

()[
. 

賃
金
ン
費

駅
｝

斗
―
床行
リ

運
急
グ
実

駅
F
o
o
 

o
o
 

o
o
 

9

,

 

4

4

 

駅
一
※

, | 、 II:
. 4,000 

4,000 

※区間は、交通雑費に該当するため、交通費に参入しない。

運賃

急行料金

グリーン

実 ． 費

~
〗
~

運賃

急行料金

グリーン
実費

交通費 16,000 

日当 3,000 X 
^云c·

ロ—

16,000 

1 日= 3,000 , 

19―,-000円 X—-1一人 ＝~ふQQQ円
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シリーズ「自治体政策再生への処方箋」＜全5回／第5回＞

情報の結積・移動の視点から描く地方行政の将来

～情報化を基盤とする事務事業の進化～

図書館総合研究所

【講師】 宮脇 淳 北海道大学大学院法学研究科・公共政策大学院教授

【進行】 13:30 開会

13:35-15:30 講義

15:30-15:40 休憩

15:40-16:30 質疑

16:30 閉会

【日時】 2017 年 1 1 月 27 日（月）13:30-16:30 

【会場】 園書館流通センター本社ホール（東京都文京区大塚 3-1-1)

【資料】 1. 『自治体経営リスクと政策再生』（第5章） 情報化

2. cs 分析の原則
•• 一，

, 
' ; 
I 
'' I 

i 

TRC 

！―-一
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別記第 2 号様式

、 支出明細書兼支出証明書

支出番号 J-9 

~ 
区 ※該当する区分に〇印 費 目 名

支出目的

（支出事由） -—-一 -' ー―-一 ---—-一—-· - ·-———-—·-- ---—-— —·-—-——-·-——————--· 一...-一•―-―..:... -ｷ 一...一七一.:.._―·—••一--···· •• • ----ｷｷ--ｷ-ｷ ——.. 

内 丙合
“訓凡ゾへ且牙" (}!叶) TRC ャ} 1- "/ぶ訟ゾ" 心炒

:! 
支出年月日 支 出 先 支出金額

平~J成町／お• ふ仮つク 円

上記のとおり支出します。

議員氏名小島 寛子 応尋
'\ 

No.1711-306 
Rp-032 

領収書 ノ
’

（夕；
郡山市議会議員

小島寛子様

金 5 000 円（消費税込み）

但し、セミナ一参加費として

（情報の蓄積・移動の視点から描く地方行政の将来

シリーズ「自治体政策再生への処方箋」＜第 5 回＞

平成 29 年 11 月 27 日 開催）

平成 29 年 11 月 27 日

株式会祉扇屑犀奮霞合研究所
1 1 1」 , ＼基計 l 

東京都文京陸胄式！目 1 番 1 号
囀量量璽量筐j小澤嘉謹



TRC セミナー［まちの課題を解決する図書館］

シリーズ「自治体政策再生への処方箋」第 5 回

情報の蓄積・移動の視点から描く地方行政の将来
図書館総合研究所

c
 

拝啓時下ますますご清祥の御事とお喜び申し上げます。

さて、図書館づくりと図書館を通したまちづくりに貢献する図書館流通センター(TRC)グループでは、地域

政策をめぐる情報交流・共同研究の場としてセミナー「まちの課題を解決する図書館」を開催しております。

今回は、情報の蓄積と転換・移動という視点から、民間化や各種業務改善等が陥りがちな課題を整理し、
自治体行政•サービスの持続的な展開に不可欠な条件等を探ります。
っきましては、ご多用の折とは存じますが、是非ともご参加くださいますようご案内申し上げます。 敬具

Talldng Points: 

自治体行政を空洞化させないために
地方自治体では、財源や人材など資源制約が強まる中で、公共サービスの持続性と質の確保にむ1ナ

て、指定管理など民間化や他自治体との広域連携等が進められています。そうした取り組みの中には、

民間事業者の撤退に伴い当該施設•サ一ビスの維持が困難となるケ一ス、現場の課題が的確にフィード
バックされず公共サ一ビスを劣化させてしまうケ一ス等も散見されます。そこには直営・単独から連携へと

変わる中で、情報の散逸等によりモニタリングやガバナンスが機能しない等の問題が見て取れます。
シリーズ「自治体政策再生への処方箋」の最終回となる今回は、情報の蓄稜と転換・移動の視点から

官民連携や広域連携、窓口をはじめとする業務改善等が陥りがちな課題を整理し、これらの取り組みを
活かしつつ自治体行政•サービスの持続的な展開を実現してい＜条件を理論的かつ実践的に探ります。

·”• 

・
、

-
—

(

9

}
 

（

、

【講 師】宮脇淳（みやわき・あっし）北海道大学大学院法学研究科・公共政策大学院教授

参議院事務局、経済企画庁、（株）日本総合研究所主席研究員等を経て現職。北海道大学公共政策大学

院では初代を含め 2 度院長を務める。内閣府地方分権改革推進委員会事務局長、総務省第 3セクター等の

あり方研究会座長、下水道財政のあり方研究会座長など国・地方自治体の各種委員等を数多く歴任。著書

に『自治体経営リスクと政策再生』、『「政策思考力」基礎講座』、『地域を創る「政策思考力」入門編』等。

【日時】 11 月27 日（月）13:30-16:30 

【会 場】図書館流通センター本社ホール（東京都文京区大塚 3-1-1)
*JR 東京駅より東京メ印丸の内線で約 10 分、「若荷谷」駅より徒歩 1 分
https:/ /www.trc.co.jp/ company /location.html 

【参加費】お一人様 5,000 円（税込）当日、会場受付で頂戴致します。
＊ご請求書の発行等については｀下記までお問い合わせください。

【お申込】別紙「参加申込書」に必要事項をご記入の上、 Fax でお申込ください。
＊お申込受付後、メールにて「出席票」をお届け致します。
＊お申込後、ご欠席となる場合には、事前に、下記まで、必ずご連絡ください。

【備 考】基本テキストとして、宮脇淳編著『自治体経営リスクと政策再生』（東洋経済新報社、 2017 年 4 月）
を使用しますので、必ずご持参（ださい。

＊会場でも 1 冊 3,000 円（税込）でご購入いただけます。ご希望の方は、別紙にてお申込ください。

【お問合せ】 TRC セミナー「まちの課題を解決する図書館」 （担当：島）
〒 112-8632 東京都文京区大塚 3-1-1 株式会社図書館総合研究所 , 

Tel: 03-3943-2221 Fax: 03-3943-7058 E-mail: shima.yasuyuki@mxh.trc.co.jp 
URL: https:/ /www.trc.co.jp/ soken/ 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 ぶ｝

r"露
区 ^ ノ刀\ ※該当する区分に〇印 費 目 名

し入今9 , 
巧芍麟ヘ
※該当する支出費目を記入

支出目的 言麟芍硫 1----1いテ秀l叶玉ゞ — 
‘（支出事由） ------ｷｷｷｷ ---- .. _一·-一-- . 一 --—··-. . 一― —-—• 一 . --ｷｷ -— •一―-··一＿ー・ ー・雫•一ら---―••一．『-·—- 一···-··一ー

内 ゲ合 _:-向饂,-t-崎L廷q-_苫___J_口に?ャ~ ~r汝-矛~千弁キ叶戸紋閲ー＝
!'. 

支出年月日 支 出 先 支出金額

平成 • 

し林） l麟銘歌令吋応『 ふo なつ砂町／月~1日 円
: 

l , 
上記のとおり支出します。

議員氏名小 島寛子⑮

No.1711-s303 
Rp-032 

領収書

•-
.‘ ̀

"｢
 

C
[_ 

郡山市議会議員

小島寛子様

金 3 000 円 （消費税込み）

但し、テキスト代として

（『自治体経営リスクと政策再生』東洋経済新報社 1 冊）

平成 29 年 11 月 27 日

株式会社員屑鳳言警升究所
東京都文京齢莱籐〗匿罰 1 番 1 号

に麟間[ (__)
代表軋締設質涅厨小澤嘉謹--·-·~——-··-· ヽ・··' I 
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差出人：

送信日時：

宛先：

件名：

郡山市議会議員

小島寛子様

2017年11月 24日金曜日 10:43

11/27 【TRCセミナー】お申込、ありがとうございます。 図書館総研

先日は、お問い合わせいただき、ありがとうございました。
以下、当日のご案内をお届け致します。 図書館総研島泰幸
*** 

この度は TRC セミナー【まちの課題を解決する図書館】『情報の蓄積・移動
の視点から描く地方行政の将来』 (11 月 27 日開催）にお申し込みいただき、
誠にありがとうございます。

（、 今回のセミナーでは、民間化、広域連携、窓口をはじめとした各種業務改善
翠等が往々にして行政を弱体化させてしまう状況を、情報の蓄積・移動の視点
から分析し、自治体行政·サービスの持続的な展開に向けた条件を探ります。

ご来場を心よりお待ち致しております。

****************************************-+--+-******************キ杜+*******tt***

出席票【受付No. 1 7 1 1 -3 0 6 <rp-032> >
*******坪＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ネネ*******キ＊＊キ***********+++・＋日++***-+-*-+-**********

お名前：郡山市議会議員

小島寛子様

会合名：『情報の蓄積・移動の視点から描く地方行政の将来』
（シリーズ「自治体政策再生への処方箋」第 5 回）

講師：宮脇淳北海道大学大学院法学研究科・公共政策大学院教授

C参加黄： 5,000 円＋テキス、、卜代 3,000 円； （以上、税込）受付にて頂戴致します。
写翠；．＇

日 時：平成 29 年 11 月 27 日（月）13:30-15:30 *開場・受付開始 13:00-

会場：図書館流通センタ一本社ホール（東京都文京区大塚 3-1-1)
＊東京メトロ「若荷谷」より徒歩 1 分
改札を出て右手・春日通りに面して左手向い側、茶色のビル
https://www.trc.co.jp/company/location.html 

***********************-+-.+-.+-.+--+-***********-+'"+"日卜 ++-+--+-***"t"t+ t + ; は＊＊＊＊
TRC セミナー【まちの課題を解決する図書館】（担当：...... 
株式会社図書館総合研究所〒112-8632 東京都文京区大塚 3-1-1
携帯ー．．．．．．．干e-l--;--03-394{3.:...—2—2-2-1- Fax-:---03-3943-10§ 
E-mai I: 
,_ 

URL htt ｷ// ps. www.trc.co.Jp/soken/ 

*******"'"'****************-1-++++*************'t'+'i"'ti'********"'***** 
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代表者 経理責任者 起案者｀ヘ
露')

支 出 調 書 霊 信 /.f'¥ 
¥ >.I) ' 

．｀▼9 ・ T I ・

区 /刀¥.. 事 由 費 目 . 金 額 小 計

交通費 旅費 自動車燃料費
1 調査研究費

資料作成費 調査委託費 振込料,':'.S? w.. 

繹鵡郎③麟唸"l尻吼紛寧埓泣、．
会場費 講師謝金 出席者負担金・会費 戊；ooo 

2研 修 費 交通費 — 旅費 1 べ）8― lt.r-il'J 自動車燃料費 舷＇、 y-oo
資料作成費 食糧費

I 
振込料

/ 

会場費 交通費 自動車燃料費
.. 

資料作成費 広報誌（紙） 報告書等印刷費
3 広 報 費

送料（折込料含む） 茶菓子代ウェブページ掲載代 ( 

振込料 i 

4 広 聴
会場費 交通費 自動車燃料費

費
資料作成費 茶菓子代 振込料

' 
’‘ 

5 要請・陳情活動費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 振込料 ' 

'-

会場費 交通費 自動車燃料費
6 会 議 費

資料作成費 振込料

7 資料作成費
印刷製本費 翻訳料 ' 筆耕料←

振込料 , 

法規追録代 参考図書代 新聞（日刊紙）購読料
8 資料購入費

雑誌等購読料 有料データベ一ス等利用料 振込料 I 
9 人 件 費へ 賃金 社会保険料等 I 振込料

備品購入費
. 

事務機器等リ ース代 消耗品等事務費
10 事務所費

印刷代 I 振込料 配送手数料

通信運搬、自動 電話料等（按分） 郵便料等 自動車燃料費（按分） I . 
11 
車燃料費 その他

使用者 小島寛子・支ベ＼出年月日 恥~o辛ぇ月 6EJ 
現金出納簿 タI . _ ムロ 計 ふる,~00 円ヽ-ゾ 支出番号



別記第 6 号の 2様式

出張（調査等）報告書兼旅費請求書（精算払用）

，
派会

タ／

会 長 様

支出醤号
I 

下記のとおり出張（調査等）したので承認いただくとともに、旅費を請求いたします。

出張（調査等）議員名
・ ． ・ ~

小島

. 
-~ • I . • 

¥, t@l) 

⑲ • 

(. 

C
[-

⑮
 

. 
}' 

⑲ 

(,— 

. i ⑲ 

. 
I lI '⑲ I 

. l ⑱ , 

. 
''i' ⑲ . ⑲ 

. ⑲ 
-, 

記

期 間ド~o 年／月 x6 日

貫乳魯冗靡

f-i "--'do 年

目 的

ー 月 ~6 日 co 泊／日）

·~c" ｷ.ｷ, 姿裟翌
Le 

央こ
用 務 先

-T 
4
1
 

程 此 ~t_ お I

内容及び成果

上記のとおり出張（調査等）を承認します。

三［三:1説明資科要［青陳情書（写~□9三
19位0 円l言；t:~!~ ご三I』旅費請求額 島寛正



平成29年度郡山市議会公明党行政調査行程表

1 行程

口平成30年 1 月 26日（金）

7:53 9:12 9:35 9:37 •: ~~','. こ［三三]J~:::快速I 八丁堀駅
10:00 17:0Q 

徒歩
.............. 

約 6分

11:23 11:24 17:43 19:os 

J~ 東武ご予線8二産：::{□三□］

c
 

2 人員

小島寛子

(1 
竺：i象

1 名

呈羊＝
n我里里

3 調査内容

【地域包括ケアシステム 医療介護連携と情報連携の推進方策】

〇平成30年 1 月 26日（金） • 10: 00~17: 00 

(1) 地域包括ケアシステムの展望と情報連携 柏プロジェクトを通して

辻哲夫氏（東京大学高齢社会総合研究機構特任教授）

(2) (埼玉•和光市〕和光市における地域包括ケアシステムの実践

東内京ー氏 （和光市保健福祉部長）

(3) 地域包括ケアシステム構築に向けて
～富士通が考える地域包括ケアシステムのあり方～

湯川 喬介氏（（扮富士通総研 コンサルティング本部）

(4) 〔千葉・市川市〕在宅医療・介護連携推進の取組み
～多職種連携と情報共有体制の構築～

近藤香氏（市川市福祉部地域支えあい課）

(5) 「孤独死」の実態と「死」の社会化に向けた公的システムの採用
～希薄化するコミュニティ再構築とマイナンバー制度活用の提案～

結城 康博氏（淑徳大学総合福祉学部社会福祉学科教授）

4 事務局連絡先・会場

0 【会場】東京ユビキタス協創広場 CANVAS (東京都中央区荒川 2...:...4-7)

0 【事務局】電子自治体推進パートナーズ

地域科学研究会

〒102-0082 東京都千代田区一番町6-4ライオンズ第2

電話： 03-3943-2221 

FAX : 03-3234-4993 
MAIL: machi@chiikikagaku-k.co.jp 



行政調査旅費計算書

：郡山市議会公明党

：小島寛子

：平成30年 1 月 26日（金）

：東京ユビキタス協創広場

会派名

参加議員

日程

行先

1/26 (. 釜）
郡 I 陳

JR新幹線
やまびこ

山已包旦」京
226.7 

CANVAS (東京都中央区荒川 2-4-7)

京

>八
丁
堀刊

蘇
ー

京
快
R
 
J
 

東I I 郡
JR新幹線
つばさ

立翌」山
226.7 

駅 |駅| 駅 駅

運 曾-- 4,000 4,000 
急行料金 4,200 I 4,200 
グリーン

C 実 費

運賃

急行料金

グリーン
実 ~ 費

1ｫ.'ｷ
 

乏
｝

r
\gぞ

運賃

急行料金
グリーン
実費

交通費

日当

16,400 

3,QQQ X 

合計

16,400 

1 日= 3,000 

19,400円 X 1 人 = 19,400円
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Gov2.0 這¥棄を“人・情報交流”でデザインする電子自治体推進パートナーズ

：五11年自”ロ-稟:!第暉~[~丘面云m五五豆：：~.:: 三匹ふ=:]
超高齢時代の「地域共生社会」をどう形成するか― ICT社会のケアシステム像

地域包括ケアシステム
一医療介護連携と情報連携の推進方策

2018年 1 月 26 日（金） 10:00-17:00 

【講師伺叶

辻 哲夫氏／東京大学高齢社会総合研究機構特任教授

東内京ー 氏／和光市保健福祉部長

湯川喬介氏／昧富士通総研コンサルティング本部

クロスインダストリビジネス企画グループ

シニアマネジングコンサルタント

近藤 香 氏／市川市福祉部地域支えあい課

結城康博氏／淑徳大学 総合福祉学部社会福祉学科教授

主催：電子自治体推進パートナーズ

会場：内田洋行東京ユピキタス協創広場CANVAS

協賛： （株）アイネス

北日本コンピューターサービス（株）

（株） BSN アイネット

（株）両備システムズ

富士電機（株）

（株）両毛システムズ

特別協賛 （会場提供） ： （株）内田洋行

事務局 A;五扇;;;箪研究会
東京都千代田区一番町6-4

ライオンズ第2-106 〒 102-0082
TEL 03 (3234) 1231 FAX 03 (3234) 4993 
http://cloud. chi ikikagaku-k. co. jp/ 



時 講義内容 頁

1 . 地域包括ケアシステムにおける医療介護連携及び情報連携の展望一柏プロジェクトを通して

o

5

 

o

1

 

.. 

、
／
し

.. 

o

1

 

ー

1

1. 超高齢社会の到来

2. ケア思想の転換と地域包括ケア

3. 柏プロジェクトの取組み
4. 医療介護連携と情報連携

東京大学高齢社会総合研究機構特任教授

辻 哲夫氏

【質疑応答］

1-1 

( 

l-19 

11 : 25 

C) 2 
12 :40 

2. 〔埼玉• 和光市〕和光市における地域包括ケアシステムの実践

～マクロの計画策定とミクロのケアマネジメント支援～
ー第 7 期介護保険事業計画を見据えて一

1. 地域包括ケアシステムについて
～社会保障の背景から国の施策を知る～
2. 和光市の地域包括ケアシステム
～日常生活圏域のニーズ調査から介護予防等の取組み～
3. マクロの計画策定
～和光市の取組みを中心に～
4. ミクロのケアマネジメント支援ー自立支援型ケアマネジメントとチームケア
～地域ケア会議を活用して～

和光市保健福祉部長

東内京ー氏

［質疑応答】

2-1 

( 

2-25 

・ 3. 地域包括ケアシステム構築に向けて

～富士通が考える地域包括ケアシステムのあり方～

o

o

 

3

4

 

.. 

ヽ
ノ
~

.. 

3

4

 

ー

1

1. 地域包括ケアシステムをめぐる社会的背景
2. 医療の動きにおける地域包括ケアの位置づけ
3. 地域包括ケアシステムとは
4. 地域包括ケアシステムの弊社の理解
5. 地域包括ケアシステムの構築に関する動き
6. 、 計画策定型地域包括ケアの事例（石巻市の事例）
7. !CT活用型地域包括ケアの事例（品川区の事例）
8. 高齢者の生活の変化

こ

味富士通総研 コンサルティング本部
クロスインダストリピジネス企画グループ
シニアマネジングコンサルタント

湯川喬介氏

［質疑応答］

3-1 

( 

3-22 

o

o

 

5

5
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ノ
ー
｀

.. 

.. 
4

5

 

ー

1

4. 〔千葉・市川市〕在宅医療・介護連携推進の取組み
～多職種連携と情報共有体制の構築～

1. 市川市における在宅医療・介護連携推進の主な取組み
2. 多職種連携のための支援
3. ICTを活用した情報共有支援

市川市 福祉部地域支えあい課

近藤香氏 14~1

4-15 

【質疑応答］

5. 「孤独死」の実態と「死」の社会化に向けた公的システムの採用
～希薄化するコミュニティ再構築とマイナンバー制度活用の提案～

o

o

 

o

o

 

.. 
‘/~ 

.. 

6

7

 

ー

1

1. 孤独死の現状
2. 家族の希薄化
3. 無関心社会の到来
4. 死の社会化とマイ ナンバー

淑徳大学総合福祉学部社会福祉学科教授 5-1 

結城康博氏 I ( 
5-25 

［質疑応答】



Go"2.0 抒鴫

心重虞 . 11: 鑽
を‘‘人・情報交流＂でデザインする電子自治体推進パートナーズ

第VII期セミナー第 8 回 ［受講証］
201 8年1月 9 日

No. 3 

郡山市議会議員

小島寛子 様

c
 

第 8 回：『地域包括ケアシステム』

受講証・会場地図のご送付について

2018年1 月 26 日（金）_lo_: 00,...., 17: 00 内田洋行東京ユビキタス協創広場CANVAS

前略 この度は上記セミナーにお申込みいただき 、 誠にありがとうございます。受講証及び会場地図

をお送りしますので、宜しくご確認の程お願い申し上げます。 草々

［会場〕内田洋行東京ユビキタス協創広場 CANVAS 2 階会議室（東京都中央区新川 2-4-7)

, ( 「UCH I DA」のロゴ看板がある建物）

JR ・地下鉄 （東京メトロ ） ： 日比谷線「八丁堀駅」下車、 A4 出口より徒歩 4 分
日比谷線 ・ 東西線「茅場町駅」下車、 1 番出口より徒歩 5 分
J R京葉線「八丁堀駅」下車、 B4 出口より徒歩 5 分

東京駅よりバス： 東京駅八重洲南口より「東15系統」または「東16系統」で「深川車庫」 「豊洲駅」 「住友ツィン
ビル」行きで 4 つめの停留所「新川」（内田洋行本社前とアナウンス有り）で下車、徒歩 1 分

※お車でのご来館はご遠慮下さい。
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追伸 ： 当日ご都合が悪くなられた場合には、代理の方の出席をお願い致します。



別記第 6 号の 2様式

出張（調査等）報告書兼旅費請求書（精算払用）

支出番号
夕／

会派会長様＼

下記のとおり出張（調査等）したので承認いただくとともに、旅費を請求いたします。

出張（調査等）議員名

・ 小島寛子
, , ,:' .. ,、..;-詞0"' ' )' ノヽじ・I 

. 
;; ！⑮ ' 

. -l：⑲ ' 

', ' 
. i ⑮ 

. ⑲ .• 

. ⑱ 
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,.,—へ
，，ヽヽ·

~
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ci 

期

. 
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. ：⑱ 

. ;@ 
\ 

. ⑲ 

. ⑲ 

. ⑲ 

三
~冷()年 (O 泊／日）

目

巴
謳直町W

的

用務先

_)-~' 

一メ,~ぶ乙

程子4
1
 

内容及び成果

上記のとおり出張（調査等）を承認します。

受理日（寸 3汐年父月 日

確認日げ&~ 年月日

支出・日{--{~ ' 年 月 日
※添付書類：行程表、＿調査誓先説明資料口要請·霰情書（写）、調査等先の名刺、写真、成果報告書他

旅費請求額 I /グ ooo 円i 尻~:~令：を；;~ ま ~tc~表者 小

会派会長

令

­

i5.

}
4J. 

｀
怠
詑

/
9

6

ヽ

.
I
L●、

経理責任者

鬱



平成29年度郡山市議会公明党行政調査行程表

1 行程

• 平成30年 1 月 29日（月）

11 :39 13:16 13:39 13:50 • ;:：斤~.t[三/東京メ池ニ内線l 菩荷谷駅
14:00 17:00 

徒歩
............... 
約 1 分

図書館流通ヽ
．センタ一本社

•······ 

ヽぃ ゞ

徒歩
ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ 
約 1 分

C
戸

忍
定
'
`

11:21 11:3s 1s:oo 19:18 I 

竺東京メ新ニノ内線~三Jまt!二a

2 人 ． 員 1 名

小島寛子議員

3 調査内容

【TRCセミナー「まちの課題を解決する図書館」， 】

〇平成30年 1 月 29 日（月） 14: 00~17: 00_ 

メディアの変化と図書館の役割

茂木健一郎氏（脳科学者）

湯浅俊彦氏（立命館大学大学教授）

,:,rｷ 
覧変

4 事務局連絡先・会場

0 【会場】図書館流通センター本社ホール （東京都文京区大塚3-1-1)

【事務局】 TRCセミナー「まちの課題を解決する図書館」

株式会社図書館総合研究所 （担当：島様）

東京都文京区大塚 3-1-1 

電話03ー3943-2221



行政調査旅費計算書

会派名

参加議員

日程
行先

：郡山市議会公明党
：小島寛子

：平成30年 1 月 29 日（月）

：図書館流通センター本社ホール （東京都文京区大塚 3-1-1)

1/29 (, 月） 1郡| JR新幹線 東 東京メ ト 菩 東京メ ト 東 閲
口丸ノ内 口丸ノ内 JR新幹線

なすの 線 イ’可’ 線 やまびこ

山 274号 牙. 池袋行 新宿行 牙. 153号 山
226.7 5.7 公ロ 5.7 226.7 

駅

~ グリーン
実費

駅 駅
一
※

駅 駅

4,000 
4,000 

口 ※区間は、交通雑費に該当するため、交通費に参入しない。

賃
金

ン

費

斗
―
閑行
リ

運
急
グ
実

C)]
 運賃

急行料金
グリーン

実費

交通費
日当
合計

16,000 
3,QQQ X 

16,000 
1 日= 3,000 

19,000円 x
 

1 人 19,000円
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一

-,ｷ, ::,ｷ. 一 •一

TRC セミナーぽちの課題を解決する囮書館」＜ジリーズ： Reinventing Libraries> 

メディアの変化と図書館の役割
＝公立図書館は何をもって自らの妥当性を主張するか＝

函書館総合研究所

【講師】

【進行】

茂木健一郎

湯浅俊彦

14:00 

1 4 : 1 0-1 5 : 1 0 

脳科学者

立命館大学文学部・大学院文学研究科教授

開会

講義

亨ぶ嘉象笠舌自
r6~ 砂
托r:-2-0- 11: oo 対論

茂不健買
「メディアの変化と図書館の役割」

＜茂木健一郎 X 湯浅俊彦＞

17:00 閉会

:_  > - -

【日時】

【会場】

「デジタル化、ネットワーク化と図書館の可能性」

＜湯浅俊彦＞

9¥; c7\ 祁凸和へ

'. -. 

【資料】

、＇．ー・ご ce・マ是 '7• :~_・

2018年 1 月 29 日（月）14:00-17:00 

図書館流通センター本社ホール（東京都文京区大塚 3-1-1)

1. デジタル化、ネットワーク化と図書館の可能性＜湯浅俊彦＞

2. ジャパンナレッジを導入している法人ー覧
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<Talking Points >

メディアの変化と図書館の役割
＝公立図書館は何をもって自らの妥当性を主張するか＝

少子高齢化・人口減少、情報通信技術こ相互連闘性の進展な、ど、社会の重大な変化の中' '

で、公立固書館には、地域社会における位置づけや役割、デジタル化への対応、スタッフ

のスキルアップ、利用者の固定化、そして予算の制約など、課題が山積しています。

当セミプー<Reinventing Libraries ジリーズ〉では、 こうした状況下にある公立圏書館

をめぐって、「圏書館」の枠組み自体をいかに再構築し、どのような機能、いかなるサービ

」
し

’

スをもって地域社会に貢献してい＜かを、さまさまな角度から探ってまいります。

メディア論）を講今回は、茂木健一郎氏（脳科学者）と湯浅俊彦氏（立命館大学教授、

師に、 ・ メディアの変化とこれからの図書館の役割について、デイスカバリーサービスや電

子納本制度の課題等を交えながら考えます。

【講師プロフィール】

,9-t 

,
＇,91
i
i
C

芦

茂木健一郎（もぎ・けんいちろう）脳科学者、ソニーコンピュータサイエンス研究所上級研究員

束京大学理学部・法学部卒業、大学院理学系研究科修了。理学博土。理化学研究所、ケン

ブリッジ大学研究員を経て現職。「クオリア（感覚の持つ質感）」をキーワードに脳と心の

関係を研究。作家、フロードキャスター等としても幅広く活躍。著書に、『今、ここから
｀ふすべての滉所へ』（筑摩書房、第 12 回桑原武夫学芸賞）、『脳と仮想』（新潮社、第4回小林秀雄賞）、

『脳を活かす勉強法』 (P日P 研究所）、『東京藝大物語』 （講談社）等。

湯浅俊彦（ゆあさ・としひこ）立命館大学文学部教授、同大学院文学研究科教授

大阪市立大学大学院創造都市研究科修了、博土（創造都市）。夙川学院短期大学准教授等を
経て現職。専門は文化情報学。デジタル環境下における出版メディアの変容と図書館の

役割等を研究。日本出版学会副会長、日本ペンクラフ言論表現委員会副委曇長。著書に、

『大学生が考えたこれからの出版と図書館』『電子出版学改訂 3 版』（以上出版メディアパル）、『日
本の出版流通における書誌情報・物流情報のデジタル化とその歴史的意義』（ポット出版）等。
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TRC セミナー「まちの課題を解決する図書館」

圏書館づくりと闊書館を通したまちづくりに貢献する図書館流通センター (TRC} グループでは、各界第一

線で活躍する有識者の協力を得て、政策情報が行き交う共同研究の場「まちの課題を解決する図書館」を
各種テーマ設定の下に開催しております。 地域社会が、活発な政策議論、そして、ともに考え合うことへ

の信頼と希望を取り戻し、「探求の共同体」へと歩を進めてい＜一助となることを願っています。

2
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別記第 2号様式

·支出明細書兼支出証明書

支出番号
(;_/ 

／屡一
区 ノ刀\ ※該当する区分に〇印 ． 費 目 名

嬬芍知斡鱈
※該当する支出費目を記入

支 出 目的 詞騎勺伽叩秀い瑾疇鱈
（支 出事由）

, 
ｷ--ｷ.. --―•一←——•“一—--·-·一ーー一一., .·---,.--—-一ー一-·--·-…--一-- -ｷｷ- -,-..--一----··-·一•一-――·-·-―-一------....:..-ー•一―- -• --·-— 

内 合ゲ 矛躙元成包祐＿汀氾戸戸又ミ_-r_―――――――·----—-—
-ｷ.. • --ー ・ 一--―•一••一·雫一— —--- 一臀一―― —• 一—. • --―--一――-—--- 一-―·---一—--······ 一- -ｷ 一 ——――――＊．幽• 一•一---------

-"' 

支 出 金額支 出 年 月日 支 出 先

平.f--ャ必戸

(+t)文成叶‘紅翌会 ／ふ oo oso町月必が 円

上記のとおり支出 します。

議員氏名 小島寛子 贔〗

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

令丁窃~-•- ,, '•• c.~,..,..,.,, ... ,-~»•~. マ'"'!、-. ,•. ー••ヽ•-·--,--,~,-~-.. ~. ｷ, -一...,.•.=·~- .. -.,.-,.,. —.--,-· . ―、→ -~ 令...,,.,., べ-へ··,-•. ,. .. 迅が... , ...... , .,...., か'"'"•-- •.• ,,, : .. ゞ•-.»·--m-,,ベ,.,·.·... ,,,. 、ヤ＾，示， ．
• ・ ;;,,,.,- '

ー

~
翠笠

領 収

殿

証 No. 
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4
,
 

/

9
,
 

じ` 
J
し
·
·~ rr
`
 

A`‘) 

旦
凶

、
｀

＂
・
~

) 官
[

ヱ
J

-

ピ
セミT

藩レ
浴伽艮

額 111¥1 1 」。 iJ:1
I 但し ，{r, t也 j或包舟りつアアうズテム、

上記金額正に領収いたしました

／ 月2も 日2018 年

ふ--. .'::ｷ.-, ・. -.. :,•·.. .-,、. ;_, ヽ. .'- ' こ;____ ;-.; ぷ．．．“ ふ，·ｷ':"ｷ,.-,, . _,.;_., ___ , —--. —; _,ｷ. .-_: •.• , ,•,_,_-, 々,,-.,-,'←ｷ., .·:•,, .ｷ.... ,.-,; ,_ 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付 してください。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式 「領収書等整理票」に貼付してください。
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No. 634 

2018年 1 月 9 日

請 求
一

書

小島寛子様

[
グ

り

t
c盆

請求金額 ･15,000 

~~i 
内 訳 数量 @ 金 ＇額 摘要

地域包括ケアシステム 1 15000 15,000 

セミナ一参加費

以下余白

合 計 ･15,000 .ｷ 

上記の通り御請求申し上げます。

振込先 みずほ銀行麹町支店
三菱東京UFJ銀行神田支店
三井住友銀行麹町支店
郵便振替

普通 1159880
普通 5829767
普通 7411658
00110-8ー81660

口座名： （株）地域科学研究会
（振込手数料は各自ご負担の上、お振込下さい。 ）



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 タ！
区 分 ※該当する区分に〇印 費目名

1 調査研究費

5 要請 ・ 棟情活慟費

10 事務所 費

支出目的

（支出事由）

三三二三三：：二：門!!:巳
亨麟砂釦ミ＿［ふ噂吟合IL這麟i砂

内容
~

>
i
-

支出年月日
声

支出金額

沙年（月況 I(か l図馬舘慇玲E鬱
上記のとおり支出します。

心000 円

議員氏名小島 寛子貪

No.1801-362 

領収書
て

五
~

郡山市議会議員

小島寛子様

金 3 000 円 （消費税込み）

但し、セミナ一参加費として

（メディアの変化と図書館の役割

平成 30 年 1 月 29 日開催）

平成 30 年 1 月 29 日

、
e

、
.／

.~-,·• —·ーーニ株式会社図書餡嘉ぷ叶Jf究所
!lrJ n呈司二可

東京都文京区決朦藝醇目 1 番 1 号
桐疇i罰い1代表攣璽璧但望｝澤嘉謹



差出人：

送信日時：

宛先：

件名：

2018年1月 10日水曜日 17:15

1/29 【メディアの変化と図書館の役割】お申込、ありがとうこざいます。 囮書館総研

郡山市議会議員
小島寛子様

この度は、 TRC セミナー【まちの課題を解決する図書館】『メディアの変化と
図書館の役割』 (1 月 29 日開催）にお申込いただき、誠にありがとうございます。

今回のセミナーでは、図書館がメディアの変化にどう対応してい＜かとともに
そうした取り組みの中で、これからの公立図書館が地域社会においてもつ意味
や役割をどこに見出し、いかに具体化してい＜かなども考えたいと思います。

ご来場を心よりお待ち致しております。

C 万なお、お手数ではございますが、本票を印刷・ご持参いただき、当日、受付で
ご提示＜ーださいますこようご協力のほどお願い申ーし上げますo·

*****************************************************ネ*******ネ*"'*****.;l + + t中＊
出席票【受付No. 1801-362 >

*************************+********++********************++t++:+************** 

お名前：郡山市議会議員
小島寛子様

会合名： TRC セミナー【まちの課題を解決する図書館】
『メディアの変化と図書館の役割』

講師：茂木健一郎脳科学者
湯浅俊彦立命館大学大学教授

サ加費：お一人様 3,000 円（税込） 当日、受付にて頂戴致します。
唸戸グ ＊釣銭の要らないようご協力のほどお願い申し上げます。

日 時：平成30 年 1 月 29 日（月）14:00-17:00 *開場・受付開始·13:30ー

会 場：図書館流通センタ一本社ホール（東京都文京区大塚 3-1-1)

＊東京メトロ「若荷谷」より徒歩 1 分
改札を出て右手・春日通りに面して左手向い側、茶色のビル
https://www.trc.co.jp/company/location.html 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊社ネ**+-+-**************************

TRC セミナー【まちの課題を解決する図書館】

株式会社図書館総合研究所〒112-8632 東京都文京区大塚 3-1-1

携喘一 Ter. 03ー3943-2221 Fax.03ー3943-7058

*********************'+'*****-+--+-･-+-******************************* 
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起案者別記第 1 号様式 代表者 経理責任者

会派名 郡由市讃会公明党 支 出 調 書 霊 遺9角シ\ 霞
区 /刀¥_ 事 由 費 目 . 金 額 小 計’

交通費 ｷｷ, 旅費 自動車燃料費
1 調査研究費

資料作成費 調査委託費 振込料

、~ - 舷和4旦や叶8, 会場費 講師謝金 出席者負担金・会費

2 研 修 費 的 向l こ四f;.) 交通費 , __ ,- 旅費 （ ぐ兌ふクの 自動車燃料費

資料作成費 食糧費 振込料 o"8~ 〇〇
会場費 交通費 自動車燃料費

3 広 ‘報 費
資料作成費 広報誌（紙） 報告書等印刷費

送料（折込料含む） ゥェブペー"'ジ掲載代 茶菓子代

振込料

4 広 聴 費
会場費 交通費 自動車燃料費

--ｷ .. 

資料作成費 茶菓子代 振込料
-

5 要請 ・ 陳情活動費
交通費 ．旅費 自動車燃料費

資料作成費 振込料
--

6 会 議 費
会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 振込料

7 資料作成費
印刷製本費 翻訳料 筆耕料

振込料

資料購入費
法規追録代 参考図書代 新聞雑誌等購読料

8 ' 有料データベ一ス等利用料 振込料, 人 件 費 一 イ只壬~立^ 社会保険料等 振込料

事務所費
備品購入費 事務機器等リース代 消耗品等事務費

10 
印刷代 振込料 配送手数料

通信運搬 ・ 自動 電話料等（按分） 郵便料等 自動車燃料費（按分）
11 
車燃料費 その他

｀ 使用者 郡山市議会公明党I支出年月日 平成ふo 年, 月 1J 日 現金出納簿
Sタ 一 ムロ 計 s 8~ o t? 円支出番号 " 



別記第 6 号の 2 様式

出張（調査等）報告書兼旅費請求書（精算払用）
支出番号

鱈·
会派会長様

下記のとおり出張（調査等）したので承認いただくとともに、旅費を請求いたします。

出張（調査等）議員名

田川正
・山根

,' ` C
冤

⑱一⑲一⑲
. I ⑲ 
. I ⑲ 
. 、 ⑲

. ⑲ 

. ⑲ 

. . I ⑲ 

期 間

巴
乳ヶ況0 年 S 月 16 日 (()泊 ／日）

目 的

目ぶり年 8 月 /6 日

后応叩予

.r
\． 諮
＂
＂

ー 用務先
—•土瓜叩こ

、」

上記のとおり出張（調査等）を承認します。

受理日 1-tdO· 年＆月／日
確認日 i-f ()年 ..Y 月 r 日

支出日けむ〇年9 月／日

※添付書類：行程表、調査等先説明資料、要請・陳情書（写）、調査等先の名刺、写真、成果報

会派会長 経理責任者

\―' 、富 貸

旅費請求額 <5'8必oD 円 I'--I
左記の旅費を受領しました。

必年 3 月／、9 日伐表翌但



ヽ

平成29年度郡山市議会公明党行政調査行程表

1 行程

口平成30年 3 月 16日（金）

ロ：口:aこ;~:~

48曰17輝[[斤奈~び~まR .J~や6•] ー”分。歩ーi約徒~祠門2 人員 3 名 3 調査内容

ぐ． ．．：•各/-l 田川正治議員
【日経グローカルセミナー 3 月定例会】

〇平成30年 3 月 16 日（金） 14: 00~15: 45 

但野光夫議員 ICTを活用した自治体業務改革と働き方改革

講師：森本登志男氏

山根 伊ロ ミ耳羊我呈とコ邑 【総務省地域情報化アドバイザ一

総務省テレワークマネージャー（元佐賀県最高情報統括監）】

C
・ ロ
～

4 事務局連絡先・会場

0 【会場】 TKP東京駅大手町カンファレンスセンター
カンファレンスルーム 22A

（東京都千代田区大手町 1-8-1)

【事務局】フエイス • ツー・コミュニケーシヨン

電話03-3545-2438



行政調査旅費計算書

会派名

参加議員

日程

行先

. 5/29 (. 用）

郡山市議会公明党

田川正治、 1且野光夫、山根悟

平成30年 3 月 16日（金）

TKP東京駅大手町カンファレンスセンター カンファレンスルーム 22A
（東京都千代田区大手町 1-8-1)

~ 
駅
'' 

運 ． 賃

急行料金
グリーン

実費

懇

o
o
 

o
o
 

O

2

 

9

,

 

、

4
~
、

4
・

駅
｝o
o
 

o
o
 

O

2

 

9

,

 

4
,
4
ｷ
 

て
L

8,000 
ー1

8,400 

゜、 O

運 ． 賃
急行料金

グリーン

実費

て
〗

・運 賃

急行料金
グリーン

実費

ヽ

交通費 16,400 

日当 3,000 X 

合計

16;400 

1 日= 3,000 

19,400円 X 3 人 = 58,200円



日経グローカルセミナ一参加報告書

『ICT を活用した自治体業務改革と働き方改革』

参加者田川正治但野光夫山根悟

開催日 2018 年 3 月 16 日倫）

会場 TKP 東京駅大手町カンファレンスセンター

カンファレンスルーム 22A

時間 14:00~ 15:45 

講師 総務省地域情報化アドバイザー

総務省テレワークマネージャー（元佐賀県最高情報統括監： CIO) 

森本登志男氏

c
クー

ICT を活用した業務改革を佐賀県庁で行ってきた⇒ コストダウンを図ってきた

最近は働き方改革についての講演が増えてきている。

テレワークを進めていくため｀の相談が背景にある。

辛
差
夕

C
梵

働き方がテレワーク（離れたところで仕事ができる）へのシフトが加速してきている

国を挙げての働き方改革 ⇒ ここ最近の首相の所信表明で一番に働き方改革を押し出して

いる。（経済対策よりも働き方改革）

佐賀県と都心を比較したときに都心の人の過密さがひどい

人が採用できない環境であり、メンタルヘルスが異常なほど悪い状況と経営者が述べてい

る。 40%程度がカウンセリング対象と言われていた。通勤ス 、トレスがひどい、子育てがしに

くいなどが要因しているのではないか？

⇒何かを緩和できないか

通勤を最寄り駅など歩いて行けるところなら…

2017 年 7 月 24 日 (2020 オリンピックの開会日）はテレワーク・デイと銘打ち 900 の団体

が参加した。

これだけ混んでいるのに、東京都でオリンピックが行なわれるが、更なる観光客などで想像

を絶する混雑が予想される ⇒ ロンドン五輪はテレワークが推奨されレガシーとなっている。

今年はテレワークデイズとして複数日の取り組みにしたいと考えている

既にテレワークに取り組んでいる企業も多くある。

大きいところも小さいところも、役職など様々な範囲で実施している。

佐賀県が取り組んだテレワークの実証実験は 4 年前に実施

1 O O 台のタブレットからスタートし佐賀県は現在 1,000 台で実施

市町村は窓口業務のサーピスが充実しているが県は窓口業務が少なくまた、範囲も広いの



でテレワークに切り替えやすい状況となっている。

市は関心はあるが、特段の取り組みが行われていないところが 8 割近くを占めている。

町村はそれ以上

県は既に 25%取り組んでいるのと比較し大差がある。

地方自治体におけるテレワークの実態

職員を対象にテレワーク

（在宅勤務制度 ・ 所属部署のある庁舎以外で勤務でぎる制度などを導入）

EX) デスク以外でメールを見れるだけでも大幅な業務改善となる

他地域の企業を対象にサテライ トオフイスの設置を誘致

し
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地方自治体テレワーク導入の一例

2014 年、佐賀県庁全庁導入
2015 年、豊島区

・ 新庁舎への移転を機に ICT 活用による働ぎ方改革を実施

． 庁内無線 LAN 整備、タブレット配布など
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佐賀県庁、テレワーク全庁導入と ICT 利活用に在宅勤務を実施した職員の割合

平成 27 年 li 月

全体の 14% 女性 18.6% 男性 13 .9%

そのうち、子供あり介護なしの女性は 23.3% 子供なし介護ありの男性が 23.3%

県の出先機関で作業を実施

平成 28 年 11 月

そのうち、子供あり介護なしの女性は 19% 子供なし介護ありの男性が 13.3%

両年とも子供あり介護なしの女性は 0% (マミートラックに入らなかった人）＇

全体の介護無し子ども無しの割合も 10% となっている事で全体の在宅勤務が増えてぎてい

る。月間での平均取得日数は 1.7 日

子どもが具合が悪くて休んでも在宅で仕事ができるため、効率が上がるはず。

H27 に取ったアンケート

業務効率が上がった（静かな環境で集中 して作業に取り組めた）

業務継続が出来た（天候や家庭の都合などで職場 20% 

移動時間（通勤や出張時間）を短縮できた

.3 4. 5% 

6 5. 5 % 

IT 技術の進歩・普及はスマートフォンの普及とネットワーク環境の整備が進んだことが背

景として挙げられる。

H28 年のアンケート調査では 2 7 年の調査になかった項目が入ってきた

ワークラーフバランス 25%

健康になった 2 5.% 
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在宅勤務に取り組みやすくする方法の一番は紙資料のデータ化との声があがつている

H28 年在宅勤務をしなかった理由

タイミングが合わない 26%

業務に支障が出る 2 1 % 

業務効率が悪い 23% 

在宅勤務の申請は時間と場所と内容を明確にしたうえで申請するため遊ぶことはない。

ダメな人、さぼる人には申請されても受理しないのが管理職の仕事となる

在宅勤務する事で困ったことが解決する人がいる。

在宅勤務を取る人の方がどれ＜らいの力量があるのか管理職として把握しやすい。

※はなから拒絶せずに可能性を見出していこう

佐賀県における喫緊の課題 • テレワークを進めよとは言われなかったが以下の課題を
知事から言われ続けていた

出産育児世代の職員の業務継続

非常時における職員の業務継続性 (BCP)

女性職員の活躍推進のための働き方改革
大量発生する介護世代の職員の業務継続

多様な行政ニーズに対応するための業務改善

~[ 

働き方改革で業務改善できるのは企業は利益率向上など目標もあるので取り組みやすい

県庁の場合 、は、以下の 6 点が県民サービスの向上に結び付いているかどうかがポイントと

なる。 > 

ワークライフバランス実現、優秀な人材の確保、サービスの質の向上、業務効率化、

環境負荷の軽減、災害時の対応力向上

⇒人を大事に出来る（病気にさせることがないように）

例えば実施しにくい業界であっても先取り（宣伝効果の意味）で取り組んでいる企業がある

佐賀県庁の事例

外出先からのテレビ会議など

4 0 億程度の経費節減に結びつけた

モバイルワーク効果 農政での業務技術の蓄積から報告データの処理まで効率が向上した

持ち帰り残業半減、書類作成半減、隙間時間の効率的利用 3 倍、出先からの唐帰が 7 5 %増

大雪時などの発災時は、 10%の職員がテレワークを実施

県庁職員の男性が子供の面倒を見て、女性は自身の仕事に向かう状況であった。

在宅勤務制度が進まなかったが組織風土が変わり、情報インフラと人事制度の変更が生ぎ



てきて利用者が増えてぎた。

情報システム課、人事課、政策開発？、職員厚生課

東急で実施：会員制サテライトオフイス New WORK 

若い人が利用を避ける（神奈川県） ⇒ 監視されている感覚か？

スマホに慣れて便利さを感じない

導入に向けた資料は 総務省のHP に載っている
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日経グローカルセミナー

ICT を活用した自治体業務改革と働き方改革

[',. 
•:cc 互：象

開催日： 2018 年 3 月 16 日（金）、

会 場： TKP東京駅大手町カンファレンスセンター

カンファレンスルーム 22A

プログラム

講演 14: 00,--.._,15: 45 

総務省地域情報化アドバイザー
総務省テレワークマネージャー（元佐賀県最高情報統括監）

森本登志男（もりもと・としお）氏

講師略歴

r、 1962 年岡山県出身。 86 年京都大学工学部合成化学科卒業後、宇
吋::! 部興産入社。 ジャストシステム、日米のマイクロソフト勤務を経て

2011 年佐賀県最高情報統括監 (CIO) に就任。 県庁や県内の情報化
を統括するとともに、 ICT を活用した県庁全体の業務改革の推進に

取り組んだ。 任期満了後の 16 年 4 月から、岡山県特命参与（情報
発信担当） 。 秋田県の大館市政策情報収集組織（シンクタンク）コ
ーディネーター、佐賀県情報エグゼクテイブアドバイザー、総務省
テレワークマネージャーなどとして、全国で幅広く活動中。 著書に

ペ，

「あなたのいるところが仕事場になる」（大和書房）がある 。

万 ｀ 夏料均立ぶ）J_--Q__j,v, でしT"-" 

日本経済新聞社
地方部




